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実践プログラム（案）





プログラム名：弁当づくりから知り合いづくりへ





●特徴


　　「みんなで一緒に食べる」という日常生活での楽しさと結びついているので参加しやすい。　





＊働きかける主体：市町村社会教育課、福祉部局





■学ぶ機会をつくる





○内容　


・「簡単でヘルシーで豪華に見える弁当作り」講習会（講師：家庭科の先生）を公民館が実施


・弁当作りの中で地域の独居高齢者の現状（どこに住んでいるのか、生活の質はどうなのか）を福祉部局から説明





＜学び＞


　「一人住まいの高齢者は一日中誰とも話をしない日があるのか」





○参加対象　敬老会をはじめ地域住民


○場所　　　公民館


○連携先　　公民館、中学校








■気づきを促す





○内容


　・敬老会が「春のお花見会」を弁当持ち寄りで実施





＜気づき＞


「何であそこのおじいちゃんは出てこないのだろう」





○参加対象　敬老会をはじめ地域住民


○場所　　　近所の公園


○連携先　　敬老会
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知る





■情報提供する


　　


○内容


　・福祉部局が高齢者問題に取り組んでいるＮＰＯの活動情報（ボランティア募集情報）を断続的に敬老会へ直接情報提供する


・また、その情報を公民館で掲示する





＜知る＞


「どんな活動なのか知ってみたい」


「これなら自分にもできそう」





○参加対象　敬老会をはじめ地域住民


○場所　　　敬老会会合、公民館館内


○連携先　　ＮＰＯ（高齢者問題）　　





■始めようという意識の醸成を図る


　


○内容


・ＮＰＯとの協働で「秋の紅葉狩り」を開催


・そのＮＰＯのボランティアとして活動を始める人、ボランティアは無理でも紅葉狩りに独居高齢者を誘いに行く人が出てくる


・独居高齢者が活躍できることを（出番）を用意する





＜始める＞


「私もボランティア活動してみます」


「紅葉狩りで一緒にお弁当を食べませんか」





○参加対象　敬老会をはじめ地域住民


○場所　　　近所の公園


○連携先　　敬老会、ＮＰＯ（高齢者問題）








始める








